












　県産木材の利用を促進するため、木材需要の多くを占める住宅分野での利用拡大やＰＲ効果
の高い公共施設等の木造化・木質化を推進するとともに、林地残材などの木質バイオマスの利
活用を促進します。
　また、こうした県産木材の利用拡大を支える安定的な供給体制の整備を促進します。
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県産木材の利用を促進する

指 標
　　　Ⅰ　県産木材の供給量　　　　　　　
　　　　　　現状値　８３，０００㎥／年間→　目標値　１１１，０００㎥／年間
　　　　　　（平成２６年度）　　　　　　　 （平成３２年度）
　　　Ⅱ　県産木材を利用した公共施設数
　　　　　　現状値　７４８施設　　　  →　目標値　１，１００施設
　　　　　　（平成２６年度末）　　　　　　 （平成３２年度末）

伐り出され市場への出荷を待つ丸太
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　水源涵養、二酸化炭素の吸収、土砂災害の防止など県民生活を支える森林の様々な機能を持
続的に発揮させるため、間伐、針広混交林化、獣害対策などを適切に実施し、１００年先を見据え
た多様で健全な森づくりを進めます。
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森林を整備・保全する

指 標
　　　　Ⅰ　森林の整備面積　　
　　　　　　　目標値　１２，５００ｈａ
　　　　　　　（平成２８年度～平成３２年度）

間伐などの手入れを行った森林

手入れ前

かん
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